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はじめに  

 

　「とくしま 授業技術の基礎・基本」は、授業力向上研修（採用となり２年目に行う研

修、平成３０年度よりフレッシュ研修Ⅱに名称変更）を受講した先生方が１年間を振り

返り記入した「授業点検シート」「授業力向上研修実施報告書」の結果を分析した結

果を基に、教職経験の少ない先生方の授業技術を高めるための資料として、平成２６

年度の「発問、板書、ノート指導、ＩＣＴの活用」編、平成２７年度の「学習規律、学習形

態の工夫、進度 ・学力差への対応、学習の見通し・振り返り」編、平成２８年度の「学

級・学習集団づくり、教材研究、単元（題材）設定、学習評価」編の三編構成として作

成しました。 

　作成以来、教職経験の少ない先生方に限らず、県内各校種において校内研修や授

業実践に活用していただいております。学習指導要領等を踏まえ、適宜、改定してい

ます。これまでと同様、多くの先生方に活用していただければ幸いです。 

 

令和７年３月 
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　　　　　　　　　　　　ポイント１…発問とは？ 

                                  　　　 ポイント２…発問の仕方 

                                   　    ポイント３…発言の取り上げ方 

 

　　　この時間の授業で児童生徒にどんな力を付けるのかと 

　　いう目標を明確にし、その目標を達成させるための発問 

　　計画を立てることが大切です！ 

 

 

　 ポイント１…発問とは？ 

  　児童生徒の様々な資質・能力を引き出し、それを伸ばし発展させる 

 ために、教師が発する問いであり、授業の流れを作る柱となります。

　　①　経験したこと、知っていることなどを問う発問 

      例「このことについて、知っていることはありませんか？」 

 

　　②　問題場面の原因を考えさせたり、結果を推測させたりする発問 

　　　例「このような結果になった原因は何でしょう？」 

　　　　「そう考える根拠はどこにあると思いますか？」 

 

　　③　学習内容を比較させたり、選択させたりする発問 

　　　例「問題１と問題２とでは、解き方にどんな違いがあるのでしょうか？」 

                                                             

　 ポイント２…発問の仕方は重要な指導技術                
 

　　①　明確な問い方 

      ・はっきりと 1 度で問う。・・・わかりやすい。 

　　　　問い方を変えていくとどう答えればよいかわからなくなる。 

　　②　多様な考えを引き出す問い方 

      ・「…すると、どうなりますか？」・・・いろいろな考え方を答える。 

　    「…すれば…になりますか？」だと「はい」「いいえ」など簡単な答え 

　　   しか返ってこない。　 

  
　　こんな発問をしましょう。 

   　　　ア　明確な発問 

   　　  イ　学習目標を意識し、個人差を考慮した発問 

   　　　ウ　多様な考え方を引き出す発問 

   　　　エ　様々な心の動きを促す発問 

             ・学習を方向付ける  ・学習内容を広げる 

　　　　　　 ・学習内容を深める  ・学習内容をまとめる
   　　　　　発問に対する反応を予想し、できるだけ多く 

　　　　　　　　　　　　　教材研究で考えておきましょう。 

 

１ーⅠ
発問について
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　①　発言を的確に評価する 

　　　・一人一人の考えのよさやつまずきを見抜き、 

　　　　指導の手だてを工夫する。 

　　　 

　②　誤答を大事に扱い、それをより深め、広めていくことが望ましい 

　　　・発言者の考えを他の児童生徒の思考のヒントにする。（発言の教材化） 

　　　　「みなさん、今の○○さんの考え方を、自分の言葉で説明してみましょ
　　　　　う。」 

　　　　　このことで、○○さんの意見を全体の学びとすることができる。また、
        他の児童生徒の話を説明することで、聞く習慣が身に付くだけでなく、
        聞いたことに自分の意見を付け加え発言すれば、考えながら聞く学習へ
        と発展させることもできる。 

       ・誤答から学習を深め問題解決できた喜びを、みんなで分かち合う雰囲気
　　　　を大切にする。 

 

    　  

 　 ◎発問や指示は、児童生徒がきちんと前を向いているかを確認してからしま

　　　しょう。作業やグループ学習の時には、その前にするか、途中であれば必
　　　ず手をおかせ、作業等を止めてから出しましょう。 

　　　 

　　◎予想外の考え方が出てきたときには、なぜそうなったのか児童生徒の発言
      を理解しましょう。また、正誤の判断ができないときは、次の時間に必ず
      対応をしていきましょう。 

　　 

　　◎児童生徒と共に学習を進めていくようにしていきましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ポイント３・・・発言の取り上げ方ポイント３・・・発言の取り上げ方ポイント３・・・発言の取り上げ方ポイント３・・・発言の取り上げ方ポイント３・・・発言の取り上げ方ポイント３・・・発言の取り上げ方ポイント３・・・発言の取り上げ方
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 ポイント１…板書の量 

 ポイント２…文字の大きさ 

 ポイント３…板書中の指導
 

 

　　　　板書には、次のような優れた役目があります。 

　　　①学習内容を構造化してまとめます。 

　　　②学習過程をわかりやすく整理して思考活動を 

　　　　さかんにします。 

　　　③思考の手がかりとなります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

　 ポイント１…板書の量 

 

　　①　１単位時間に黒板１枚程度 

　　　・書いたら消さないようにする。１枚に収まらないときは、補助黒板等を

使用する。   　 

　　　・黒板の下の方や両脇には書かないようにする。 

　　　　【横書きの例】 

 

 

 

 

 

 

 

 

　　②　学習の流れやポイントがわかる 

　　　・学習内容の大切な場所がわかるように板書計画を立てる。 

 

                                                             

　 ポイント２…文字の大きさ                
 

　　①　正しい字形・正しい筆順 

　　　・児童生徒は、先生の字を見て学ぶので、文字は丁寧に書くようにする。

板書には、縦書きや横書きがあるが、斜めに曲がることなくまっすぐ書

くようにする。児童生徒の座席からも黒板を見るようにする。 

１ーⅡ
板書について

※児童生徒が見て、本時の

目標がわかる板書に。

めあて

まとめ

日付 単元名 など

課題
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　　②　後ろの席からも十分に見える大きさ 

       ・学年に応じた文字の大きさを考える。一般的に小学校低学年では、15～

20㎝角、中学校・高等学校では5～10㎝角に書ける程度の大きさを目安

にする。 

　　　・掲示物の文字の大きさも考慮する。 

　　　・大型テレビや、プレゼンテーションのための

視聴覚機器を使用する際には、機器の配置や

教室の明るさに気を付け、黒板が見えにくく

ならないようにする。 

 

  ポイント３…板書中の指導 

 

　　①　書きながら内容を確認           ②　ノートとの関連 

　　　・重要なポイントは強調する。     ・児童生徒の書く速さを考えながら 

                                        板書をする。 

　　③　児童生徒も黒板を使って説明   ④  授業のまとめに、板書の内容を確認 

　　　・黒板で説明や発表ができる       ・授業の内容を確認しながら振り返り

        場面をつくる。                  をする。 

　　　　　　　　　　 

　　⑤　色チョークを有効に 

　　　・色チョークを用い、図式化するなどの変化をつける。使う色への配慮も

必要である。 

 

 

 

 

 

 

 

   
   
   
   
   
                           　　  
                                                （文部科学省「色覚に関する指導の資料」より） 

 

 

         ◎児童生徒に伝えたいことは何かをはっきりしておきましょう。 

       ◎「位置・内容・量」などに気を付けて板書計画を立てましょう。 

       ◎どの教科等の板書も、児童生徒にわかりやすいよう工夫しましょう。 

      　  
          

板書計画で授業は変わります！
 

　 どの大きさなら 

みんなに見えるかな？

△ＡＢＣ

△ＡＢＣ

△ＡＢＣ

赤、緑、青、茶色等の暗い

色のチョークは避け、白と

黄を主体に使用します。

あえて白と黄以外のチョークを使用する場合は、形状、輪郭

線、模様、記号･文字など、色以外の情報を加えて分かりや

すくします。
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　 ポイント１…ノートづくり 

　　 

　　目的に応じた書き方の指導（考えをつくったり、深めたりするノート指導） 

 

 【横書きの例】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

　 

 

　  ①　「思考対象が手元にある」よさを生かすために、板書と連動 

　　　・板書を写すだけでなく、自分の言葉で書かせる。 

　　　・言葉だけでなく、絵やイメージ図で自分の考えを表現させる。 

　　　・定型文を示し、根拠を必ず書かせる。 

 

　  ②　ガイダンスを実施し、記入方法や書き方などを確認 

　　　・記入方法や書き方などの基本的なことを全員ができるようにする。 

 

　  ③　児童生徒の発達段階を考慮したノート（マス目・罫線の幅等）を準備 

 ・付箋の利用、色使いの工夫、枠、アンダーラインなどで、構造化できる

　 よう指導する。
 

 学習日時・教科書のページ等 

 学習課題（めあて） 

 板書記録  
（自分の考え・友達の考え）

 学習のまとめ  

 確認問題 

 感想 

 宿題 

 メモ欄 

ポイント１…ノートづくり 

ポイント２…振り返り 

ポイント３…点検や評価 

１ーⅢ
ノート指導について

※何を､何のために、どのように書くのか。
※ノート指導を通して、いかに児童生徒の

学ぶ意欲を高めていくのか。

書くことによって、児童生徒は思考過程を整理し、

考える内容を明確にすることができます。
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　　①　学びを振り返ることができるようなノート指導 

　　　・「前の時間はどんなことを学習したのかな？」と教師が聞いたとき、児

　　　　童生徒が自分のノートで確認し、振り返りができるような書き方を工

　　　　夫する。 

 

　　②　「自分だけの宝物」となるようなノート指導 

　　　・後から見直したとき、どこに何が書いてあるかがわかるノートにする。 

　　　・毎時間または単元ごとに、わかったことや疑問に思ったことを書き、学

　　　　習を振り返る。 

 

　　③　意欲化につながるようなノート指導 

　　　・書くスピードや丁寧さなど、個人差にも対応する。 

 

 

    ポイント３…点検や評価 

 

　　○　ノート点検や評価の工夫 

　　　・ノートの点検、教師による評価などを定期的に行い、助言や励ましの言

　　　　葉、感想などを添える。 

　　　・ノートの上手なとり方の例を、コピーや学級便りなどの提示によって紹

　　　　介し、効果的なノートづくりをすすめる。                                
                                            　　　

                                                                                         
        
       ◎各教科等の特性に応じて、色分け・レイアウト・下線・吹き出し・ 

　　　 矢印などを効果的に取り入れましょう。 

       ◎「自分の考え」を書く時間を確保しましょう。 

       ◎定期的にノートの評価を行いましょう。 

       ◎理由や根拠、方法や考え方などをノートに書かせましょう。 

       ◎条件（字数やテーマ）などに併せてノートに書かせましょう。 

       ◎授業で児童生徒のノートを活用しましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ポイント２…振り返り
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※ICT＝Information and Communication Technology 

 

　　　　　　 

　　学習指導要領に基づき、資質･能力の三つの柱を 

　バランスよく育成するため、子供や学校等の実態 

　に応じ、各教科等の特質や学習過程を踏まえて、 

　教材･教具や学習ツールの一つとしてＩＣＴを積極的に 

　活用し、主体的･対話的で深い学びの実現に向けた授業 

　改善につなげることが重要。 

 

 

 　  　

 

　「ＳｔｕＤＸ　Ｓｔｙｌｅ」では、端末の活用方法に関する事例等が多く紹介

されています。（https://www.mext.go.jp/studxstyle） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ポイント１…ICT（タブレット端末等）活用の基本的な考え方

ポイント２…学校におけるＩＣＴ（タブレット端末等）の活用事例

ポイント１… ＩＣＴ（タブレット端末等）活用の
基本的な考え方

ポイント２… 学校におけるＩＣＴ（タブレット端
末等）の活用事例

ポイント３… ＩＣＴ（タブレット端末等）活用の
留意点

「各教科等での活用事例」

では、各教科等の指導に

おける１人１台端末の活

用事例について、各教科

等の特質を踏まえた活用

事例が紹介されていま

す。

「慣れるつながる活用事

例」では、１人１台端末

の授業等での活用のヒン

トや事例が紹介されてい

ます。

 １ーⅣ 

 ＩＣＴ(タブレット端末等)の

　活用について 
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　①　タイミング 

   　 ＩＣＴ（タブレット端末等）活用の効果をより高めるためには、授業のど

　　の場面、どのタイミングで使用するかが大切である。また、情報の提示は、

　　板書の代わりになるものではなく、板書計画、ノート指導も含めた授業計画

　　が必要である。 

 

　②　健康面 

     　教室の明るさは、天候、時刻、季節などによって影響を受けた場合、適切

　　な明るさの確保・維持が難しいことがあるので、児童生徒の目の疲労等に留

　　意する必要がある。 

 

　　ア　教室の明るさ 

     　カーテン等をうまく利用したり、照明を点けたりして利用することが望

　　 ましい。 

 

 　イ　電子黒板 

　　　   画面の映り込みの防止や文字の見やすさへの配慮を行う必要がある。 

 

　　ウ　タブレット端末等 

  児童生徒が同じ姿勢を長時間続けないようにしたり、長時間端末の画面

を注視したりしないようにする。 

 

 

　 

       ◎インターネットや画像を使用するときには、著作権等に十分配慮をし 

      　 ておきましょう。 

       ◎コンピュータやプロジェクタの機器の故障、不具合等にも十分に配慮 

      　 しておかなければ、授業が中断してしまいます。もしものときに、対 

　　　　応できるような準備を必ずしておきましょう。 
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　　　全国学力・学習状況調査においても、学習規律の確立

　　が学力向上に有効であることが明らかとなっています。　

　　　しかし、学習規律は、自然に確立されていくものではあ

　　りません。教師が意図的・計画的な指導をすることによっ

　　て、児童生徒は身に付けていきます。 

　　　児童生徒の守るべき学習規律は、教師の守るべき指導

　　規律です。
                                                             

　 ポイント１…教師が模範を示す                
  

　　①　学級開きを大切にする。  

 　　教師自らが時間を守る、 

     ②　教師が、児童生徒との良好な 　身の回りの整理整頓をす 

　　　人間関係をつくる。 　るなどの模範を示すこと 

 　が大切です。

　　③　児童生徒同士の良好な関係を育

　　　み、教室を温かい空気で満たす。 

 

　  ④　教室環境を整える。

　　 

　 ポイント２…共通理解、共通実践 

   学校全体で共通理解を図り、全教職員で取り組むとともに、学習規律の

大切さを児童生徒に理解させることが大切です。

　　①　学習の準備、挨拶、姿勢、発表の仕方、話の聞き方、話し合いの進め方

　　　などの学習規律について、児童生徒の状況を全職員で確認する。 

       
　　②　現在、各学級や各教科でどのように指導しているかを共有し、最も効果

　　　的な指導方法を考える。 

 

　　③　学校として必要な学習規律を全教職員で決める。 

 

　　④　児童生徒への示し方や徹底を図るための方法を決める。 

 

　　⑤　徹底を図るために、学校全体で根気強く、繰り返し指導を行う。 

 

２ーⅠ
学習規律について

ポイント１…教師が模範を示す 

ポイント２…共通理解、共通実践 

ポイント３…校種間の共有 




